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前　

原　

あ
や
の

は
じ
め
に

　

中
国
の
天
文
学
史
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
歴
代
王
朝
の
正
史
（
中
で
も

天
文
志
・
律
暦
志
）
と
天
文
占
書
が
主
要
な
資
料
と
な
る
。『
史
記
』
天
官

書
・
暦
書
以
来
、
歴
代
の
正
史
の
多
く
が
天
文
律
暦
に
関
す
る
項
目
を
立
て

て
き
た
。
正
史
で
は
そ
の
ほ
か
、
本
紀
や
列
伝
の
中
に
も
天
象
記
事
が
散
見

す
る
。
一
方
の
天
文
占
書
は
、
歴
代
の
書
目
に
お
い
て
天
文
類
に
分
類
さ
れ

る
文
献
の
中
で
、
類
書
的
形
式
を
持
つ
も
の
、
つ
ま
り
各
天
文
書
の
記
述
（
占

辞
等
）
を
引
用
し
項
目
ご
と
に
配
列
し
た
専
門
類
書
を
指
す
こ
と
と
す
る）

1
（

。

内
容
は
主
に
宇
宙
論
や
天
文
占
、
五
行
占
、
風
角
占
、
雲
気
占
、
暦
や
星
の

基
本
的
事
項
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
文
占
書
は
し
ば
し
ば
禁
書
の
対
象
と
な

り
、
刊
本
や
抄
本
が
わ
ず
か
に
現
存
す
る
も
の
の
、
抄
本
ご
と
に
文
字
や
文

の
異
同
が
多
く
、
同
じ
書
名
で
も
内
容
が
大
き
く
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
四
庫
全
書
に
収
録
さ
れ
る
『
開
元
占
経
』
や
他
の
一
部
の
天
文
占

書
を
除
い
て
は
、
来
歴
が
明
確
で
な
く
扱
い
づ
ら
い
た
め
に
、
研
究
資
料
と

し
て
用
い
ら
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）
の

助
成
を
受
け
、「
天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以
下
、
本
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
、
あ
る
い
は
単
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
も
表
記
）
を
作
成
・
公
開

し
た
（http://w

w
w
.tem

m
on.org

）
2
（

）。
こ
れ
は
、
天
文
占
書
を
電
子
テ
キ
ス

ト
化
し
、
引
用
さ
れ
た
天
文
書
の
書
名
、
あ
る
い
は
本
文
を
検
索
可
能
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
四
月
時
点
で
は
、『
開
元
占
経
』、『
天
文
要

録
』、『
観
象
玩
占
』
の
三
文
献
を
公
開
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た
め
に
調
査
し
た
天
文
占
書
の
解
題

を
作
成
し
、
そ
の
う
ち
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
底
本
と
し
た
テ
キ
ス
ト
の
概
要

を
ま
と
め
た
う
え
で
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一　

天
文
占
書
の
解
題

　

天
文
占
書
は
、『
開
元
占
経
』
一
二
〇
巻
や
『
乾
象
通
鑑
』
一
〇
〇
巻
な
ど

大
部
の
資
料
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
勅
撰
・
私
撰
な
ど
異
な
る
背
景
を
有
し



八
〇

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
特
徴
を
も
つ
。
ま
た
、
天
文
占
書
は
各
々
テ

キ
ス
ト
上
の
問
題
を
も
有
す
る
。
そ
こ
で
本
章
に
お
い
て
、
代
表
的
な
天
文

占
書
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
各
文
献
の
調
査
や
訳
注
の
作
成
は
近

年
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
天
文
占
書
全
体
の
実
態
は
十
分
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
整
理
も
ま
だ
調
査
の

途
中
段
階
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
断
わ

っ
て
お
く
。

　

本
章
で
取
り
上
げ
る
文
献
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
現
在
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

公
開
し
て
い
る
三
文
献
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
公
開
を
検
討
し
て
い
る
文
献

を
も
含
め
、
お
お
む
ね
時
代
順
に
配
列
す
る
。

（
一
）　
『
霊
台
秘
苑
』

　

北
周
・
庾ゆ

季き

才さ
い

（
五
一
六
〜
六
〇
三
）
撰
。
書
目
に
は
、『
隋
書
』
経
籍
志

に
「
霊
台
秘
苑
一
百
十
五
巻
、
太
史
令
庾
季
才
撰
」、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
に

「
霊
台
秘
苑
一
百
二
十
巻
、
庾
季
才
撰
」、『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
「
庾
季
才
霊

台
秘
苑
一
百
二
十
巻
」
と
あ
り
、『
隋
書
』
は
巻
数
が
異
な
る
も
の
の
、『
隋

書
』
芸
術
伝
の
庾
季
才
の
項
に
「
撰
霊
台
秘
苑
一
百
二
十
巻
」
と
あ
り
、
一

二
〇
巻
本
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、『
通
志
』
芸
文

略
に
「
霊
台
秘
苑
百
二
十
巻
、
隋
太
史
令
庾
季
才
撰
」、『
四
庫
全
書
総
目
提

要
』（
以
下
、『
四
庫
提
要
』
と
略
称
）
に
「
霊
台
秘
苑
十
五
巻
、
北
周
太
史

中
大
夫
新
野
庾
季
才
原
撰
」
と
あ
り
、『
四
庫
提
要
』
で
は
巻
数
が
大
き
く
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
宋
代
に
王
安
礼
等
の
重
修
を
経
て

い
る
た
め
で
あ
る
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
術
数
類
の
存
目
に
は
一
二
〇
巻

の
『
霊
台
秘
苑
』
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
確
認
で
き
る
の
は

十
五
巻
本
の
み
で
あ
り
、
十
五
巻
本
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
に
収
録
さ
れ
る
ほ

か
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
以
下
、
人
文
研
と
略
称
）、
静
嘉
堂
文
庫

（
二
冊
本
と
四
冊
本
の
二
種
）、
東
北
大
学
、
北
京
国
家
図
書
館
や
台
湾
国
家

図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
の
一
部
を
比
較
す
る
と
、
大
き
く
二
種
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
確
認
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
①
静
嘉
堂
文
庫

本
（
二
冊
本
）
と
人
文
研
本
の
グ
ル
ー
プ
、
②
静
嘉
堂
文
庫
本
（
四
冊
本
）、

台
湾
国
家
図
書
館
本
、
四
庫
全
書
本
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
両
者
は
い
ず
れ

も
冒
頭
に
「
歩
天
歌
」
を
引
用
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
歩
天
歌
」
の
星
座
の

順
序
が
異
な
る
。
①
は
紫
微
垣
、
太
微
垣
、
天
市
垣
、
二
十
八
宿
の
順
、
②

は
二
十
八
宿
、
太
微
宮
、
紫
微
宮
、
天
市
垣
の
順
で
あ
る）

3
（

。
ま
た
、
巻
二
以

降
も
項
目
の
名
称
は
類
似
す
る
が
内
容
が
大
幅
に
異
な
っ
て
お
り
、
今
後
細

か
く
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
歩
天
歌
」
は
隋
、
あ
る
い
は
唐
代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
十
五
巻
本
に
は
他
に
も
元
や
明
の
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
二
〇

巻
本
の
内
容
を
ど
こ
ま
で
残
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
本
当
に
一
二
〇
巻
本

を
重
修
し
て
十
五
巻
本
が
成
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

〔
項
目
概
要
〕（
人
文
研
本
）

歩
天
歌
、
星
図
／
占
例
／
主
管
／
星
纂
／
十
二
分
野
／
天
干
地
支
／
土

圭

景
／
雲
気
（
戦
に
関
す
る
記
述
が
中
心
）
／
霧
、
虹

／
風
気
／
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八
一

天
占
、
地
占
、
星
総
（
三
垣
、
二
十
八
宿
）
／
太
陽
／
太
陰
／
五
星
／

三
垣
雑
座
・
二
十
八
宿
と
他
の
星
座
／
瑞
星
／
妖
星
／
客
星
／
流
星
／

隕
石

※ 
四
庫
全
書
本
で
は
、
星
総
（
三
垣
、
二
十
八
宿
）
は
占
例
の
後
に
あ

る
。

〔
関
連
文
献
〕

『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
子
部
術
数
類

『
湖
北
先
正
遺
書
』
子
部

『
秘
書
集
成
』
十
二
、
占
筮
類
（
団
結
出
版
社
、
一
九
四
四
年
）

韓
連
武
「《
霊
台
秘
苑
》
的
科
学
価
値
」（『
文
献
』
一
九
九
八
年
第
一

期
）

※ 

人
文
研
本
の
画
像
は
、「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」
に
て
公
開
さ
れ

て
い
る
。

http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/db-m
achine/toho/htm

l/

C003m
enu.htm

l

（
二
）　
『
乙
巳
占
』

　

唐
の
李
淳
風
（
六
〇
二
〜
六
七
〇
）
撰
。
李
淳
風
は
『
晋
書
』
天
文
志
や

『
隋
書
』
天
文
志
の
著
者
で
も
あ
る
。
書
目
で
は
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
に
「
乙

巳
占
十
巻
、
李
淳
風
撰
」、『
新
唐
書
』
芸
文
志
で
は
二
巻
多
く
「
乙
巳
占
十

二
巻
」、『
宋
史
』
芸
文
志
に
「
李
淳
風
乙
巳
占
十
巻
」
の
記
述
が
あ
る
。
こ

の
ほ
か
『
崇
文
総
目
』
や
『
直
斎
書
録
解
題
』、『
文
献
通
考
』
に
「
乙
巳
占

十
巻
」、『
通
史
』
芸
文
略
に
「
乙
巳
占
十
二
巻
、
秘
閣
郎
李
淳
風
撰
」
と
あ

る
。

　

十
万
巻
楼
叢
書
の
刊
本
は
十
巻
本
で
あ
る
が
、
天
津
図
書
館
蔵
清
抄
本

（
続
修
四
庫
全
書
所
収
）
は
九
巻
本
で
、
内
容
を
比
較
す
る
と
項
目
が
前
後
し

て
い
た
り
、
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
静
嘉
堂
文
庫
や
香
港
大
学

に
明
写
本
が
あ
り
、
敦
煌
文
書
に
も
『
乙
巳
占
』
の
抄
本
が
あ
る

（S.2669V
,P.2536V

）
4
（

）。

〔
項
目
概
要
〕（
十
万
巻
楼
叢
書
本
）

天
／
日
／
月
／
分
野
、
占
例
、
天
文
家
、
修
徳
な
ど
／
五
星
／
各
五
星

と
中
外
官
／
流
星
／
客
星
／
彗
星
、
孛
星
／
雑
星
、
妖
星
／
雲
気
、
五

星
気
な
ど
／
戦
と
気
象
に
関
す
る
占
い

〔
関
連
文
献
〕

『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
〇
四
九
冊

『
百
部
叢
書
集
成
』
十
万
巻
楼
叢
書

『
叢
書
集
成
初
編
』
〇
七
一
二
〜
〇
七
一
三
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五

年
）

薄
樹
人
主
編
『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
彙
』
天
文
巻
第
四
冊
（
河
南
教

育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
頃
）

関
増
建
「
李
淳
風
及
其
《
乙
巳
占
》
的
科
学
貢
献
」（『
鄭
州
大
学
学
報



八
二

（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
三
十
五
巻
第
一
期
二
〇
〇
二
年
）

（
三
）　
『
天
文
要
録
』

　

唐
の
李
鳳
（
六
二
二
〜
六
七
四
）
が
麟
徳
元
年
（
六
六
四
）
に
撰
述
し
た
。

し
か
し
中
国
で
は
早
く
に
散
逸
し
、
日
本
で
も
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
（
以

下
、
尊
経
閣
と
略
称
）
に
写
本
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
転
写
本
で
あ
る
人
文
研

本
（
二
十
五
巻
分
）、
ま
た
国
立
天
文
台
本
な
ど
数
種
し
か
現
存
し
な
い
。
書

目
で
は
日
本
の
藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
天
文
要
録
五
十
」

と
あ
る
の
み
で
、
中
国
で
は
そ
の
名
を
留
め
な
い
。

　

尊
経
閣
文
庫
に
残
る
の
も
、
全
五
十
巻
の
う
ち
二
十
六
巻
分
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
日
本
で
は
天
文
道
の
安
倍
氏
（
中
世
よ
り
賀
茂
氏
も
）
や
天
文
密

奏
宣
旨
の
中
原
氏
の
天
文
奏
文
に
、『
天
地
瑞
祥
志
』
な
ど
と
と
も
に
占
断
の

典
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
ま
た
戸
板
保
佑
編
『
天
文
四
伝
書
』（
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
蔵
）「
天
文
秘
書
」
に
『
天
文
要
録
』
の
巻
一
（
目
録
・

序
）
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
形
跡
が
あ
る
。

元
来
は
土
御
門
家
に
代
々
継
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
土
御
門
家
所

蔵
本
は
現
存
し
な
い
。

　

内
容
は
日
月
星
辰
に
特
化
し
て
お
り
、
各
星
座
の
気
に
関
す
る
項
目
は
あ

る
が
、
雲
気
、
風
角
な
ど
は
含
ま
な
い
。
三
家
そ
れ
ぞ
れ
を
内
宮
（
官
）
と

外
官
（
宮
）
に
分
類
す
る）

5
（

。
中
宮
で
は
な
く
内
宮
と
称
す
る
例
は
こ
れ
と
『
天

地
瑞
祥
志
』
の
み
で
あ
る
。

〔
項
目
概
要
〕

日
／
月
／
五
星
／
二
十
八
宿
／
石
氏
／
耳
〔
甘
〕
氏
／
巫
咸

※
完
本
が
現
存
し
な
い
た
め
、
巻
一
の
目
録
に
よ
っ
た
。

〔
関
連
文
献
〕

薄
樹
人
主
編
『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
彙
』
天
文
巻
第
四
冊
（
河
南
教

育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
頃
）

高
柯
立
撰
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二

〇
一
一
年
）

中
村
璋
八
「
天
文
要
録
に
つ
い
て
」（
同
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
増

補
版
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一
九
六
八
年
）

小
林
春
樹
、
山
下
克
明
編
『『
天
文
要
録
』
の
考
察
』﹇
一
﹈（
大
東
文
化

大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）

田
中
良
明
「
前
田
尊
経
閣
本
『
天
文
要
録
』
に
つ
い
て
」（
神
鷹
徳
治
・

静
永
健
編
『
旧
鈔
本
の
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

細
井
浩
志
「
国
立
天
文
台
本
『
天
文
要
録
』
に
つ
い
て
―
旧
内
閣
文
庫

本
の
再
発
見
―
」（『
東
洋
研
究
』
第
一
九
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）

※
国
立
天
文
台
本
の
画
像
は
、
国
立
天
文
台
図
書
室
の
「
貴
重
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://library.nao.ac.jp/kichou/archive/0404/km
view

.htm
l



天
文
占
書
の
解
題
と
「
天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
意
義

八
三

（
四
）　
『
天
地
瑞
祥
志
』

　
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、
薩
守
真
に
よ
っ
て
麟
徳
三
年
（
六
六
六
）
に
成
立
し

た
と
い
う
。
だ
が
、
麟
徳
三
年
の
年
号
は
実
際
に
は
存
在
せ
ず
、
新
羅
で
成

立
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
全
二
十
巻
の
う
ち
九
巻
分
の
み
現
存
し
、『
天
文

要
録
』
と
同
様
、
尊
経
閣
の
ほ
か
人
文
研
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
（
以

下
、
東
文
研
と
略
称
）
な
ど
に
端
本
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
内
宮
の
前
半

部
分
は
残
欠
し
て
お
り
全
体
像
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
残
存
す
る
巻
七
か

ら
推
測
す
る
と
、
内
宮
に
該
当
す
る
星
座
は
中
宮
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
目

録
を
見
る
限
り
、
内
容
は
瑞
祥
物
や
祭
祀
な
ど
多
方
面
に
亘
る
。

〔
項
目
概
要
〕

啓
／
明
載
字
／
明
災
異
／
明
分
野
／
明
災
消
福
至
／
明
目
録
／
三
才
始

／
天
地
像
／
天
／
人
／
三
光
／
黄
道
／
日
／
月
／
五
星
／
二
十
八
宿
／

内
官
、
外
官
／
流
星
／
客
星
、
彗
星
、
天
漢
／
暈
／
雲
気
／
雷
、
電
な

ど
／
風
／
雨
／
夢
／
音
声
、
鬼
、
物
精
な
ど
／
植
物
／
月
令
／
宅
舎
、

光
、
血
な
ど
／
禽
惣
載
（
生
物
）
／
獣
惣
載
／
祭
惣
載

※
完
本
が
残
存
し
な
い
た
め
、
巻
一
の
目
録
に
よ
っ
た
。

〔
関
連
文
献
〕

薄
樹
人
主
編
『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
彙
』
天
文
巻
第
四
冊
（
河
南
教

育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
頃
）

高
柯
立
撰
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二

〇
一
一
年
）

中
村
璋
八
「
天
地
瑞
祥
志
に
つ
い
て
（
附
引
書
索
引
）」（
同
『
日
本
陰

陽
道
書
の
研
究
』
増
補
版
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一

九
六
八
年
）

太
田
晶
二
郎
「『
天
地
瑞
祥
志
』
略
説
―
附
け
た
り
、
所
引
の
唐
令
佚
文

―
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一

九
七
三
年
）

水
口
幹
記
『
日
本
古
代
漢
籍
受
容
の
史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

五
年
）

趙
益
・
金
程
宇
「『
天
地
瑞
祥
志
』
若
干
重
要
問
題
的
再
探
討
」（『
南
京

大
学
学
報
（
哲
学
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
二
年
第
三

期
）

※
な
お
、
韓
国
で
も
研
究
論
文
が
複
数
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
筆
者
未
見
の
た
め
挙
げ
な
か
っ
た
。

（
五
）　
『
開
元
占
経
』

　

現
在
最
も
よ
く
参
照
さ
れ
る
天
文
占
書
で
あ
る
。
唐
の
瞿
曇
悉
達
が
開
元

年
間
に
編
纂
し
た
。
宋
代
以
降
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
明
の
万
暦
四
十

四
年
（
一
六
一
六
）
に
程
明
善
が
古
抄
本
を
発
見
し
た
と
さ
れ
る
。
全
一
二

〇
巻
。
現
在
容
易
に
参
照
で
き
る
も
の
は
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
明
大
徳

堂
本
（『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
彙
』
所
収
）、
清
恒
徳
堂
刊
本
（『
秘
書
集

成
』
所
収
）
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
間
の
文
字
の
異
同
が
多
い
。
日
本
・
中



八
四

国
・
台
湾
に
抄
本
が
多
数
伝
存
し
、
恒
徳
堂
刊
本
は
複
数
の
機
関
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
佐
々
木
聡
氏
は
現
在
確
認
で
き
る
二
十
六
種
の
テ
キ
ス
ト
を
ほ

ぼ
全
て
調
査
し
、
程
明
善
本
系
統
、
東
洋
文
庫
本
系
統
、
成
化
閣
本
系
統
の

三
種
に
分
類
し
た）

6
（

。
こ
の
う
ち
成
化
閣
本
系
統
は
、
元
・
明
の
宮
中
に
お
い

て
秘
蔵
さ
れ
続
け
、
清
代
に
何
ら
か
の
経
緯
で
流
出
し
、
流
布
し
た
と
佐
々

木
氏
は
述
べ
る
。

　

書
目
で
は
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
「
大
唐
開
元
占
経
一
百
一
十
巻
、
瞿
曇

悉
達
集
」、『
宋
史
』
芸
文
志
に
「
瞿
曇
悉
達
開
元
占
経
四
巻
」、『
通
史
』
芸

文
略
に
「
大
唐
開
元
占
経
一
百
一
十
巻
」
と
あ
り
、「
今
存
三
」
と
注
す
る
な

ど
、
宋
代
以
降
完
本
が
存
在
し
な
い
様
子
が
目
録
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

内
容
は
宇
宙
構
造
論
に
始
ま
り
、
天
地
日
月
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
星
座

を
三
家
に
分
け
て
述
べ
る
。
ま
た
後
半
に
は
、
イ
ン
ド
の
暦
を
漢
訳
し
た
九

執
暦
や
、
怪
異
に
関
す
る
占
い
に
も
触
れ
る
。

〔
項
目
概
要
〕（
恒
徳
堂
刊
本
）

天
体
渾
宗
／
天
／
地
／
日
／
月
／
五
星
／
二
十
八
宿
／
石
氏
中
官
／
石

氏
外
官
／
甘
氏
中
官
／
甘
氏
外
官
／
巫
咸
中
外
官
／
流
星
／
雑
星
／
客

星
／
妖
星
／
彗
星
／
風
、
雨
、
雲
気
な
ど
／
霜
、
雪
、
雹
な
ど
／
雷
、

霆
／
暦
法
／
星
図
／
穀
物
、
植
物
／
人
、
鬼
神
／
服
、
宮
殿
な
ど
の
怪

異
／
禽
、
獣
、
牛
、
馬
な
ど

〔
関
連
文
献
〕

『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
子
部
術
数
類

『
秘
書
集
成
』
九
〜
十
二
、
占
筮
類
（
団
結
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）

薄
樹
人
主
編
『
中
国
科
学
技
術
典
籍
通
彙
』
天
文
巻
第
五
冊
（
河
南
教

育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
頃
）

『
開
元
占
経
』
中
華
易
学
集
成
・
天
文
星
象
大
全
（
中
央
編
訳
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）

瞿
曇
悉
達
『
開
元
占
経
』
上
・
下
（
九
州
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

安
居
香
山
「
大
唐
開
元
占
経
識
語
考
」（『
漢
魏
文
化
』
創
刊
号
、
一
九

六
〇
年
）

安
居
香
山
「
東
洋
文
庫
所
蔵
鈔
本
大
唐
開
元
占
経
補
考
」（『
漢
魏
文
化
』

第
二
号
、
一
九
六
一
年
）

安
居
香
山
「
大
唐
開
元
占
経
異
本
考
」（『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
三
十
二
号
、
一
九
六
一
年
）

安
居
香
山
「
台
湾
残
存
鈔
本
を
中
心
と
し
た
大
唐
開
元
占
経
異
本
再
論
」

（『
漢
魏
文
化
』
第
八
号
、
一
九
七
一
年
）

黄
復
山
「《
開
元
占
経
》
版
本
流
伝
考
論
」（
殷
善
培
、
周
徳
良
主
編
『
叩

問
経
典
』
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）

佐
々
木
聡
「『
開
元
占
経
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
伝
来
に
つ
い
て
」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
四
集
、
二
〇
一
二
年
）

佐
々
木
聡
『『
開
元
占
経
』
閣
本
の
資
料
と
解
説
』（
東
北
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）

※ 

関
西
大
学
所
蔵
の
恒
徳
堂
刊
本
の
画
像
は
、「CSA

C D
igital 



天
文
占
書
の
解
題
と
「
天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
意
義

八
五

A
rchives

」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.db1.csac.kansai-u.ac.jp/csac/book_detail.php?

Snm
=1&

Pgg=1&
title=%

E9%
96%

8B%
E5%

85%
83%

E5%
8D

%
A
0&

digital=&
places=&

pM
ark=&

kigou=&
shiryo=&

sea

rch=true&
target=112522&

「CSA
C D

igital A
rchives

」http://w
w
w
.db1.csac.kansai－

u.ac.jp/csac/index.php

ま
た
、
人
文
研
本
（
残
三
巻
）
の
画
像
は
、「
東
方
学
デ
ジ
タ
ル
図
書

館
」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://kanji.zinbun.kyoto－
u.ac.jp/db－

m
achine/toho/

htm
l/C004m

enu.htm
l

（
六
）　
『
観
象
玩
占
』

　

唐
の
李
淳
風
撰
、
あ
る
い
は
明
の
劉
基
（
一
三
一
一
〜
一
三
七
五
）
撰
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
に
は
後
世
の
仮
託
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
撰

者
は
不
詳
。
成
立
年
代
の
特
定
も
難
し
い
が
、『
開
元
占
経
』
か
ら
の
引
用
も

あ
り
、
宋
代
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、『
続
修
四
庫
全
書
』
子
部
術

数
類
に
清
華
大
学
図
書
館
蔵
明
抄
本
（
五
十
巻
本
）
の
影
印
が
収
録
さ
れ
る

ほ
か
、
日
本
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
（
以
下
、
書
陵
部
と
略
称
）
や
東
文
研
、

人
文
研
（
四
十
九
巻
本
）、
尊
経
閣
、
蓬
左
文
庫
、
慶
應
義
塾
聊
斎
文
庫
な
ど

に
も
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
東
文
研
本
に
は
劉
基
の
序
が
あ
り
、
蓬
左
文

庫
本
は
は
じ
め
に
天
文
図
が
あ
っ
て
、
巻
数
の
表
記
も
大
き
く
乱
れ
て
い
る
。

ま
た
、
慶
應
義
塾
聊
斎
文
庫
本
は
簡
易
の
図
を
交
え
、『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』

と
共
通
す
る
内
容
で
あ
り
、
他
の
『
観
象
玩
占
』
と
は
全
く
異
な
る
。

　

抄
本
は
中
国
国
内
に
も
数
多
く
存
在
し
、
中
で
も
中
国
・
国
家
図
書
館
、

南
京
図
書
館
に
は
複
数
部
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
『
朝
鮮
史
』
第
五
編
第

八
巻
に
は
、
英
祖
七
年
（
一
七
三
一
）
十
月
四
日
に
「
観
象
監
、
観
象
玩
占

ヲ
印
進
ス
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、『
観
象
玩
占
』
は
韓
国
に
も
伝
わ
り
観
象

監
に
よ
っ
て
「
印
進
」
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）

7
（

。
こ
の
時
の
も
の
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
朝
鮮
刊
本
は
、
韓
国
・
国
立
中
央
図
書
館
、
ソ
ウ
ル
大
学
中

央
図
書
館
（
奎
章
閣
）
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
研
究
所
（
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
内
）
に
も
現
存
す
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
研
究
所
に
は
朝
鮮

本
以
外
に
も
三
部
の
明
鈔
本
が
あ
る
。

　
『
観
象
玩
占
』
の
う
ち
筆
者
が
確
認
し
た
続
修
四
庫
全
書
本
、
東
文
研
本
、

人
文
研
本
、
尊
経
閣
本
、
書
陵
部
本
に
つ
い
て
、
特
に
目
録
や
巻
一
の
内
容

を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
。

　

続
修
四
庫
全
書
本
と
東
文
研
本
は
と
も
に
全
五
十
巻
を
甲
集
か
ら
癸
集
の

十
干
に
分
類
し
、
い
ず
れ
も
巻
一
に
天
と
地
に
関
す
る
記
述
を
載
せ
る
が
、

人
文
研
本
と
尊
経
閣
本
、
書
陵
部
本
に
は
十
干
の
分
類
は
な
く
、
巻
一
に
は

天
に
関
す
る
記
述
の
み
を
載
せ
る
。
ほ
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
占
辞
の
配
列
が

異
な
る
、
内
容
に
増
減
が
あ
る
な
ど
の
相
違
が
あ
る
。
特
に
東
文
研
本
は
、

他
の
テ
キ
ス
ト
と
文
の
並
び
が
異
な
る
上
に
、
細
目
が
大
変
多
い
。
改
行
位

置
な
ど
も
含
め
、
全
体
的
に
か
な
り
整
っ
た
姿
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
相
互
の

関
係
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
よ
り
一
層
の
調
査
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。



八
六

　

書
目
で
は
、『
明
史
』
芸
文
史
に
「
観
象
玩
占
十
巻
、
不
知
撰
人
、
或
云
劉

基
輯
」、『
国
史
経
籍
志
』
に
「
観
象
玩
占
四
十
九
巻
」
と
あ
る
。

〔
項
目
概
要
〕（
続
修
四
庫
全
書
本
）

天
体
／
天
変
／
地
変
※
／
日
／
月
／
五
星
／
二
十
八
宿
／
太
微
宮
垣
／

紫
微
宮
垣
／
天
市
垣
／
三
垣
雑
座
／
二
十
八
宿
雑
座
／
妖
星
、
流
星
、

隕
星
な
ど
／
雲
気
／
雷
、
雹
、
霜
な
ど
／
風
角
／
地
、
日
、
月
、
星
／

拾
遺

※ 

地
変
は
、
続
修
四
庫
全
書
本
と
東
文
研
本
に
は
あ
る
が
人
文
研
本
と

尊
経
閣
本
、
書
陵
部
本
に
は
な
い
。
ま
た
三
垣
は
東
文
研
本
で
は
紫

微
垣
、
天
市
垣
、
太
微
垣
と
並
ぶ
が
、
人
文
研
本
、
書
陵
部
本
で
は

太
微
垣
、
紫
微
垣
、
天
市
垣
の
順
に
並
び
、
三
垣
雑
座
の
順
序
は
、

続
修
四
庫
全
書
本
で
は
太
微
垣
、
紫
微
垣
、
天
市
垣
の
順
だ
が
、
東

文
研
本
で
は
紫
微
垣
、
太
微
垣
、
天
市
垣
の
順
、
人
文
研
本
で
は
た

だ
星
座
の
み
が
並
ぶ
。
ま
た
、
風
角
以
降
は
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
項

目
が
大
き
く
異
な
る
。

〔
関
連
文
献
〕

『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
〇
四
九
冊

安
居
香
山
「
大
唐
開
元
占
経
異
本
考
」（『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
三
十
二
号
、
一
九
六
一
年
）
第
三
章
（
ロ
）

（
七
）　
『
景
祐
乾
象
新
書
』

　

北
宋
・
楊
惟
徳
等
撰
。
も
と
は
三
十
巻
だ
が
、
う
ち
十
二
巻
が
続
修
四
庫

全
書
に
影
印
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、『
秘
書
集
成
』
と
『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』

に
巻
三
・
四
の
み
の
刊
本
が
影
印
さ
れ
、
国
会
図
書
館
に
清
写
本
三
十
巻
・
拾

遺
一
巻
、
東
文
研
に
二
巻
、
人
文
研
に
十
巻
が
現
存
し
、
中
国
・
旧
北
平
図

書
館
蔵
の
明
鈔
本
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
三
十
巻
が
あ
る
。
し
か
し
王
重

民
氏
は
、
明
鈔
本
は
偽
作
で
あ
る
と
指
摘
す
る）

8
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。
王
重
民
氏
が
指
摘
す
る
の

は
北
平
図
書
館
本
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
実
、
明
鈔
本
と
巻
三
、
四

の
み
の
残
巻
本
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
区
別
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
田
中
良
明
氏
も
、
中
国
・
国
家
図
書
館
本
系
統
が
正
し
く
『
景
祐

乾
象
新
書
』
で
あ
り
、
も
う
一
方
の
旧
北
平
図
書
館
本
系
統
は
偽
書
で
あ
る

と
述
べ
る）

9
（

。

　

北
平
図
書
館
本
と
人
文
研
本
は
内
容
が
共
通
す
る
が
、
さ
ら
に
『
観
象
玩

占
』
と
も
類
似
す
る
。
特
に
巻
一
を
比
較
す
る
と
、
北
平
図
書
館
本
と
『
観

象
玩
占
』
続
修
四
庫
全
書
本
で
は
多
く
の
引
用
が
重
な
っ
て
い
た
。
試
み
に

張
衡
の
佚
文
に
注
目
し
て
比
較
す
る
と
、『
開
元
占
経
』
に
は
見
ら
れ
な
い
佚

文
が
『
景
祐
乾
象
新
書
』
北
平
図
書
館
本
と
『
観
象
玩
占
』
に
共
通
し
て
見

ら
れ
、
両
書
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
え
る
。
北
平
図
書
館
本
の
実
態
解
明

の
た
め
に
は
、『
観
象
玩
占
』
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

残
巻
本
と
明
鈔
本
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
歴
代
の
占
書
お
よ
び
春
秋
か
ら

五
代
に
至
る
ま
で
の
諸
史
か
ら
集
め
た
占
辞
で
あ
る
。
天
文
占
の
ほ
か
、
雲

気
や
風
角
な
ど
を
含
む
。
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占
書
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解
題
と
「
天
文
占
書
フ
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ス
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ー
タ
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ー
ス
」
の
意
義

八
七

　

書
目
で
は
、『
宋
史
』
芸
文
志
に
「
楊
惟
徳
乾
象
新
書
三
十
巻
」
が
あ
り
、

『
通
志
』
芸
文
略
や
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
も
同
じ
く
三
十
巻
の
記
述
が
あ

る
。〔

項
目
概
要
〕（
北
平
図
書
館
本
・
人
文
研
本
）

天
体
／
天
変
／
日
／
月
／
五
星
／
二
十
八
宿
／
太
微
宮
垣
／
紫
微
宮
垣

／
天
市
垣
／
経
星
（
他
の
星
座
）
／
客
星
、
瑞
星
／
妖
星
、
流
星
、
隕

星
な
ど
／
雲
気
／
虹

、
雷
、
霹
靂
な
ど
／
風
角
／
地
、
日
、
月
、
星

※
他
の
テ
キ
ス
ト
は
、
全
体
の
目
録
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
挙
げ
な
か

っ
た
。
続
修
四
庫
全
書
本
で
は
、
二
十
八
宿
の
後
に
七
巻
分
の
残
欠

が
あ
り
、
続
い
て
五
星
合
聚
占
な
ど
の
五
星
相
互
に
関
す
る
占
い
、

彗
星
、
孛
星
の
項
目
が
あ
る
。

〔
関
連
文
献
〕

『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
〇
五
〇
冊

『
秘
書
集
成
』
十
五
、
占
筮
類
（
団
結
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）

羅
振
玉
『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
六
編
（
一
）（
大
通
書
局
、
一
九
七
六

年
）

『
中
華
再
造
善
本
』
唐
宋
編
子
部
之
一
（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇

三
年
）

田
中
良
明
「
北
宋
楊
惟
德
等
撰
『
景
祐
乾
象
新
書
』
諸
本
管
見
」（『
東

洋
研
究
』
第
一
九
三
号
、
二
〇
一
四
年
）

（
八
）『
乾
象
通
鑑
』

　

南
宋
の
李
季
撰
。
高
宗
の
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
に
完
成
し
、
全
一
〇

〇
巻
。
序
に
、『
景
祐
乾
象
新
書
』
を
参
照
し
て
成
り
、『
開
元
占
経
』
の
遺

漏
を
補
う
と
い
う
。『
続
修
四
庫
全
書
』
に
明
抄
本
七
十
巻
分
が
影
印
さ
れ

る
。
ま
た
清
抄
本
一
〇
〇
巻
が
人
文
研
に
蔵
さ
れ
る
。

　
『
乾
象
通
鑑
』
に
は
、「
一
行
游
儀
後
論
」
や
「
通
天
占
」、「
張
平
子
通
例
」

な
ど
他
の
天
文
占
書
に
見
え
な
い
資
料
が
多
く
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
張

平
子
通
例
」
を
例
に
取
る
と
、
平
子
は
後
漢
の
天
文
学
者
張
衡
の
字
で
あ
り
、

一
見
す
る
と
張
衡
の
著
作
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
張
衡
に
「
通
例
」

と
い
う
著
作
は
な
く
、
引
用
さ
れ
る
占
辞
も
他
の
文
献
に
見
え
る
張
衡
の
佚

文
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
何
か
ら
引
用
さ
れ
た
か
が
明
ら
か
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
詳
細
が
明
ら
か
で
は
な
い
資
料
が
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、

南
宋
の
天
文
占
の
状
況
を
知
る
恰
好
の
資
料
と
な
る
。

　

内
容
は
、
日
月
星
辰
、
五
星
な
ど
、
天
文
を
中
心
と
す
る
。

〔
項
目
概
要
〕

天
／
地
、
山
／
日
／
月
／
石
申
、
甘
徳
、
巫
咸
の
中
外
官
／
三
氏
の
紫

微
垣
／

景
、
昏
暁
中
星
、
行
数
な
ど
／
分
野
／
五
緯
（
五
星
）
／
三

垣
／
二
十
八
宿
／
雑
座
／
五
星
／
瑞
星
／
妖
星
／
流
星
／
雑

〔
関
連
文
献
〕

『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
〇
五
〇
、
一
〇
五
一
冊



八
八

　

こ
の
ほ
か
、『
乾
坤
宝
典
天
文
』
や
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
な
ど
の
関
連
文

献
が
あ
る
が
、
詳
細
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い）
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。

二　
  「

天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
使
用
す

る
底
本
に
つ
い
て

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
用
い
る
三
文
献
に
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス

ト
が
あ
る
が
、
実
際
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
使
用
す
る
底
本
に
つ
い
て
、
来
歴

や
特
徴
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

（
一
）　

開
元
占
経

　
『
開
元
占
経
』
は
、
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
の
恒
徳
堂
刊
本
を
使

用
す
る
（
請
求
記
号
Ｌ
二
一**

一*

四
六
二－
一
〜
三
二
）。
全
三
十
二
冊
。

恒
徳
堂
刊
本
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
人
文
研
、
一
橋
大
学
、
岡
山
県
立
図

書
館
、
大
阪
大
学
図
書
館
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
、
広
く
出
回
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
清
代
に
刊
行
さ
れ
、
見
返
し
に
は
「
重
刊
大
唐
開
元
占
経
百
廿
巻
」

「
謹
遵
」「
欽
定
四
庫
全
書
校
本
」「
恒
徳
堂
蔵
板
」
の
字
が
見
え
、
四
庫
全
書

本
を
元
に
刊
行
さ
れ
た
と
あ
る
。
た
だ
し
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
の
『
開

元
占
経
』
と
比
較
す
る
と
、
文
字
の
異
同
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
佐
々
木
聡

氏
は
四
庫
全
書
以
前
の
抄
本
の
流
れ
を
汲
む
と
指
摘
す
る）

11
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。

　

第
一
葉
に
は
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）
の
程
明
哲
・
張
一
煕
の
識
語

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
緯
書
が
七
十
余
種
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
い
間
秘

匿
さ
れ
、
宋
・
元
の
際
に
は
誰
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
程
明

善
が
古
仏
の
腹
中
よ
り
見
つ
け
出
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

　

そ
の
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
一　

　
　
　
　
　
　

天
体
渾
宗

巻
二　

　
　
　
　
　
　

論
天

巻
三　

　
　
　
　
　
　

天
占

巻
四　

　
　
　
　
　
　

地
占

巻
五
〜
十　

　
　
　
　

日
占

巻
十
一
〜
十
七　

　
　

月
占

巻
十
八
〜
二
十
二　

　

五
星
占

巻
二
十
三
〜
二
十
九　

歳
星
占

巻
三
十
〜
三
十
七　

　

熒
惑
占

巻
三
十
八
〜
四
十
四　

填
星
占

巻
四
十
五
〜
五
十
二　

太
白
占

巻
五
十
三
〜
五
十
九　

辰
星
占

巻
六
十　

　
　
　
　
　

東
方
七
宿
（
角
亢
氐
房
心
尾
箕
）

巻
六
十
一　

　
　
　
　

北
方
七
宿
（
斗
牛
女
虚
危
室
璧
）

巻
六
十
二　

　
　
　
　

西
方
七
宿
（
奎
婁
胃
昴
畢
觜
参
）

巻
六
十
三　

　
　
　
　

南
方
七
宿
（
井
鬼
栁
星
張
翼
軫
）

巻
六
十
四　

　
　
　
　

分
野
畧
例　

　

月
所
主
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
辰
占
邦　

　

災
変
応
期　

　

逆
順
略
例

巻
六
十
五
〜
六
十
七　

石
氏
中
官

巻
六
十
八　

　
　
　
　

石
氏
外
官



天
文
占
書
の
解
題
と
「
天
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フ
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ス
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の
意
義

八
九

巻
六
十
九　

　
　
　
　

甘
氏
中
官

巻
七
十　

　
　
　
　
　

甘
氏
外
官　

　

巫
咸
中
外
官

巻
七
十
一
〜
七
十
五　

流
星
占

巻
七
十
六　

　
　
　
　

雑
星
占

巻
七
十
七
〜
八
十
四　

客
星
占

巻
八
十
五
〜
八
十
七　

妖
星
占

巻
八
十
八
〜
九
十　

　

彗
星
占

巻
九
十
一　

　
　
　
　

風
占

巻
九
十
二　

　
　
　
　

雨
占

巻
九
十
三　

　
　
　
　

候
星
善
悪
占

巻
九
十
四　

　
　
　
　

雑
気
雲
占

巻
九
十
五　

　
　
　
　

雲
気
犯
二
十
八
宿
占

巻
九
十
六　

　
　
　
　

雲
気
犯
列
宿
占　

　

石
氏
中
外
官
占

巻
九
十
七　

　
　
　
　

猛
將
軍
陣
勝
負
雲
気
占

巻
九
十
八　

　
　
　
　

虹
霓
占

巻
九
十
九　

　
　
　
　

山
石
冡
光
占

巻
一
〇
〇　

　
　
　
　

井
泉
自
出
河
移
水
火
占

巻
一
〇
一　

　
　
　
　

霜
雪
雹
氷
寒
霧
露
霾

霰
霽
濛
占

巻
一
〇
二　

　
　
　
　

雷
霆
占

巻
一
〇
三　

　
　
　
　

暦
法　

　

麟
徳
暦
経

巻
一
〇
四　

　
　
　
　

算
法　

　

天
竺
九
執
暦
経

巻
一
〇
五　

　
　
　
　

古
今
暦
積
年
及
章
率

巻
一
〇
六
〜
一
一
〇　

星
図

巻
一
一
一　

　
　
　
　

八
穀
占

巻
一
一
二　

　
　
　
　

竹
木
草
菜
占

巻
一
一
三　

　
　
　
　

人
及
鬼
神
占

巻
一
一
四　

　
　
　
　

器
服
休
咎
城
邑
宮
殿
怪
異
占

巻
一
一
五　

　
　
　
　

禽
占

巻
一
一
六　

　
　
　
　

獣
占

巻
一
一
七　

　
　
　
　

牛
占

巻
一
一
八　

　
　
　
　

馬
占

巻
一
一
九　

　
　
　
　

羊
犬
豕
占

巻
一
二
〇　

　
　
　
　

龍
魚
虫
蛇
占

（
二
）　

天
文
要
録

　
『
天
文
要
録
』
は
、
こ
れ
ま
で
尊
経
閣
本
が
主
な
研
究
対
象
で
あ
っ
た
が
、

近
年
天
文
台
本
に
も
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
天

文
台
本
を
使
用
す
る
（
番
号
四
〇
四
）。
天
文
台
本
は
全
十
七
冊
あ
る
が
、
第

一
巻
が
二
冊
あ
る
た
め
、
内
容
は
十
六
巻
分
で
あ
る
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
、
系
統
の
異
な
る
第
一
冊
（
図
書
番
号
〇
一
七
四
八
）
を
除
き
、
第
二
冊

の
「
目
録
序
第
一
」
か
ら
を
対
象
と
す
る
。
各
冊
首
に
「
日
本
政
府
図
書
」、

「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」、「
明
治
十
二
年
購
求
」
の
朱
印
が
あ
る
。
天
文
台
本

に
関
し
て
は
、
細
井
浩
志
「
国
立
天
文
台
本
『
天
文
要
録
』
に
つ
い
て
―
旧

内
閣
文
庫
本
の
再
発
見
―
」
が
あ
る
の
で
、
以
下
、
こ
れ
に
依
拠
し
つ
つ
天



九
〇

文
台
本
の
来
歴
を
述
べ
る
。

　

細
井
氏
は
、
第
一
冊
目
と
第
三
冊
目
の
裏
表
紙
の
裏
打
ち
紙
の
紙
背
の
端

に
、
書
き
込
み
と
書
肆
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
楽
屋
↓
浅
倉
屋
↓
幕
府

天
文
方
と
転
売
さ
れ
、
幕
府
瓦
解
後
に
別
の
古
書
肆
に
売
ら
れ
た
も
の
を
内

務
省
が
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
購
入
し
た
と
想
定
す
る）
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。
そ
の
後
、

内
閣
文
庫
に
移
管
さ
れ
、
現
在
は
国
立
天
文
台
に
所
蔵
さ
れ
る
。
尊
経
閣
本

と
は
行
数
や
傍
書
が
類
似
す
る
も
の
の
、
本
テ
キ
ス
ト
は
尊
経
閣
本
を
写
し

た
訳
で
は
な
く
、
尊
経
閣
本
か
ら
写
し
た
訳
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
細
井

氏
は
、
両
者
は
藍
本
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
関
係
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

　

そ
の
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
巻
数
の
あ
と
に
（
欠
）
と
あ
る
も
の
は

現
存
し
な
い
巻
）。
た
だ
し
、
目
録
に
巻
数
は
な
く
、
筆
写
が
参
考
ま
で
に
付

し
た
も
の
で
あ
る
。

巻
一　

　
　
　
　
　
　

序
第
一
（
条
二
二
二
）

巻
二
（
欠
）　　

　
　

 

日
災
図
占
第
二
（
占
条
二
一
〇
）

巻
三
（
欠
）　　

　

 　

月
災
図
占
第
三
（
占
条
一
五
三
）

巻
四　

　
　
　
　
　
　

日
占
第
四
（
占
条
二
四
四
）

巻
五　

　
　
　
　
　
　

月
占
第
五
（
占
条
三
六
二
）

巻
六
（
欠
）　　

　
　

 

歳
星
占
第
六
（
占
条
二
六
四
）

巻
七
（
欠
）　　

　
　

 

熒
惑
占
第
七
（
占
条
二
四
一
）

巻
八
（
欠
）　　

　
　

 

鎮
星
占
第
八
（
占
条
二
七
一
）

巻
九
（
欠
）　　

　
　

 

太
白
占
第
九
（
占
条
二
六
九
）

巻
十　

　
　
　
　
　
　

辰
星
占
第
十

巻
十
一　

　
　
　
　
　

角
占
第
十
一
（
占
条
二
八
八
）

巻
十
二
（
欠
）　　

　

 

亢
占
第
十
二
（
占
条
二
三
一
）

巻
十
三
（
欠
）　　

　

 

氐
占
第
十
三
（
占
条
二
二
六
）

巻
十
四　

　
　
　
　
　

房
占
第
十
四
（
占
条
二
八
四
）

巻
十
五
（
欠
）　　

　

 

心
占
第
十
五
（
占
条
二
六
八
）

巻
十
六　

　
　
　
　
　

尾
占
第
十
六
（
占
条
二
三
二
）

巻
十
七　

　
　
　
　
　

箕
占
第
十
七
（
占
条
二
二
九
）

巻
十
八
（
欠
）　　

　

 

斗
占
第
十
八
（
占
条
二
三
八
）

巻
十
九
（
欠
）　　

　

 

牛
占
第
十
九
（
占
条
二
九
九
）

巻
二
十　

　
　
　
　
　

女
占
第
二
十
（
占
条
二
六
三
）

〔
巻
二
十
一
（
欠
）　　

虚
占
第
二
十
一
〕）
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巻
二
十
二
（
欠
）　　

 

危
占
第
二
十
二
（
占
条
二
二
四
）

巻
二
十
三
（
欠
）　　

 

室
占
第
二
十
三
（
占
条
二
六
〇
）

巻
二
十
四　

　
　
　
　

壁
占
第
二
十
四
（
占
条
二
二
〇
）

巻
二
十
五
（
欠
）　　

 

奎
占
第
二
十
五
（
占
条
二
六
七
）

巻
二
十
六　

　
　
　
　

婁
占
第
二
十
六
（
占
条
二
四
八
）

巻
二
十
七
（
欠
）　　

 

胃
占
第
二
十
七
（
占
条
二
二
一
）

巻
二
十
八　

　
　
　
　

昴
占
第
二
十
八
（
占
条
二
六
九
）

巻
二
十
九　

　
　
　
　

畢
占
第
二
十
九
（
占
条
二
一
三
）

巻
三
十　

　
　
　
　
　

觜
占
第
三
十
（
占
条
二
一
一
）

巻
三
十
一　

　
　
　
　

参
占
第
三
十
一
（
占
条
二
四
四
）

巻
三
十
二
（
欠
）　　

 

東
井
占
第
三
十
二
（
占
条
二
五
九
）



天
文
占
書
の
解
題
と
「
天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
意
義

九
一

巻
三
十
三　

　
　
　
　

鬼
占
第
三
十
三
（
占
条
二
四
四
）

巻
三
十
四
（
欠
）　　

 

柳
占
第
三
十
四
（
占
条
二
一
九
）

巻
三
十
五　

　
　
　
　

星
占
第
三
十
五
（
占
条
二
二
一
）

巻
三
十
六
（
欠
）　　

 

張
占
第
三
十
六
（
占
条
二
一
三
）

巻
三
十
七
（
欠
）　　

 

翼
占
第
三
十
七
（
占
条
一
〇
九
）

巻
三
十
八
（
欠
）　　

 

軫
占
第
三
十
八
（
占
条
二
六
四
）

巻
三
十
九
（
欠
）　　

 
石
内
宮
占
第
三
十
九
（
占
条
六
五
八
）

巻
四
十　

　
　
　
　
　

石
内
宮
占
第
四
十
（
占
条
四
九
九
）

巻
四
十
一　

　
　
　
　

石
内
宮
占
第
四
十
一
（
占
条
三
七
三
）

巻
四
十
二
（
欠
）　　

 

石
内
宮
占
第
四
十
二
（
占
条
四
三
七
）

巻
四
十
三　

　
　
　
　

石
内
宮
占
第
四
十
三
（
占
条
二
〇
六
）

巻
四
十
四　

　
　
　
　

石
内
宮
占
第
四
十
四
（
占
条
二
九
三
）

巻
四
十
五　

　
　
　
　

石
内
宮
占
第
四
十
五
（
占
条
一
五
〇
）

巻
四
十
六　

　
　
　
　

石
外
宮
占
第
四
十
六
（
占
条
七
三
五
）

巻
四
十
七
（
欠
）　　

 

甘）
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内
宮
占
第
四
十
七
（
占
条
四
一
二
）

巻
四
十
八　

　
　
　
　

甘
内
宮
占
第
四
十
八
（
占
条
四
四
六
）

巻
四
十
九　

　
　
　
　

甘
外
官
占
第
四
十
九
（
占
条
三
六
三
）

巻
五
十　

　
　
　
　
　

巫
内
外
官
占
第
五
十
（
占
条
二
七
二
）

（
三
）　

観
象
玩
占

　
『
観
象
玩
占
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
写
本
を
使
用
す
る
（
函
架
番
号

四
〇
四
・
一
四
）。
書
陵
部
の
目
録
に
は
「
清
人
写
」
と
あ
る
が
、
嚴
紹

編

著
『
日
蔵
漢
籍
善
本
書
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
「
明
人
紅
格

写
本
」
と
あ
る
。
二
套
、
全
二
〇
冊
。
各
冊
首
に
「
秘
閣
図
書
之
章
」
の
印

が
あ
る
。
印
は
明
治
五
年
以
降
に
押
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
維
新
後
の
新
収

資
料
に
押
さ
れ
た
例
も
あ
る
も
の
の
、
こ
の
印
が
あ
る
も
の
は
お
お
む
ね
紅

葉
山
文
庫
旧
蔵
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
陵
部
本
の
来
歴
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
が
国
立
公
文
書
館
に

あ
る
。『
書
物
方
日
記
』
は
紅
葉
山
文
庫
の
書
物
の
出
納
な
ど
を
記
録
し
た
日

記
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
六
月
十
日
に
、
当
時
側
衆
で
あ

っ
た
田
沼
主
殿
頭
（
意
次
）
が
次
の
書
物
を
寄
贈
し
た
記
録
が
見
え
る）

15
（

。

例
案
全
集　

　
　
　
　

八
套　

　
　

八
十
冊

全
唐
詩
鈔　

　
　
　
　

四
套　

　

三
十
二
冊

律
賦
彙
鈔　

　
　
　
　

一
套　

　
　
　

六
冊

双
渓
倡
和
詩　

　
　
　

一
套　

　
　
　

二
冊

観
象
玩
占　

　
　
　
　

二
套　

　
　

二
十
冊

御
製
律
暦
淵
源　

　
　

十
二
套　

百
二
十
冊

禹
貢
錐
指　

　
　
　
　

一
套　

　
　
　

八
冊

大
清
律
例　

　
　
　
　

二
套　

　
　

二
十
冊

　
　

都
合
弐
百
八
拾
八
冊　

　
　

三
拾
壱
套

　

こ
の
う
ち
『
観
象
玩
占
』
は
套
数
・
冊
数
と
も
に
書
陵
部
本
と
一
致
し
て

お
り
、
秘
閣
印
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
田
沼
意
次
が
紅
葉
山
文
庫
に
寄
贈
し

た
『
観
象
玩
占
』
が
、
現
在
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
田
沼
意
次
が
い
つ
頃
『
観
象
玩
占
』
を
入
手
し
た
の
か
に
つ
い
て
、



九
二

今
一
歩
考
察
を
進
め
た
い
。
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
に

『
商
舶
載
来
書
目
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
暦

九
年
（
一
七
五
九
）
に
『
観
象
玩
占
』
一
部
二
套
が
舶
載
さ
れ
た
と
い
う
記

述
が
あ
る）
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こ
れ
が
書
陵
部
本
と
同
一
か
ど
う
か
の
確
証
は
な
い
が
、『
商
舶

載
来
書
目
』
に
は
田
沼
が
『
観
象
玩
占
』
と
同
時
期
に
寄
贈
し
た
他
の
文
献

の
名
も
見
え
、
そ
れ
ぞ
れ
冊
数
も
一
致
す
る
。
他
機
関
所
蔵
の
『
観
象
玩
占
』

は
、
東
文
研
本
が
二
套
二
十
冊
で
あ
る
も
の
の
、
尊
経
閣
本
、
蓬
左
文
庫
本

は
と
も
に
十
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
本
が
十
六
冊
と
、
冊
数
が
一

致
し
な
い
。
再
綴
す
れ
ば
冊
数
は
変
わ
る
た
め
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
舶

載
さ
れ
た
『
観
象
玩
占
』
は
、
書
陵
部
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
『
商
舶
載
来
書
目
』
は
、
長
崎
書
物
改
役
を
代
々
任
っ
て
き
た
向
井
家
の

「
旧
記
」
を
も
と
に
、
向
井
富
が
編
纂
し
た
第
二
次
資
料
で
あ
る
。「
旧
記
」

は
書
籍
検
閲
の
際
の
記
録
を
指
す
。
大
庭
氏
に
よ
れ
ば
、『
商
舶
載
来
書
目
』

に
記
録
さ
れ
た
年
は
実
際
に
舶
載
さ
れ
た
年
を
指
す
の
で
は
な
く
、
書
物
改

手
続
の
終
わ
っ
た
年
を
指
す
場
合
が
あ
り
、
舶
載
年
よ
り
一
、
二
年
の
ず
れ

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う）
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田
沼
寄
贈
の
文
献
は
、『
観
象
玩
占
』
が
宝

暦
九
年
、『
例
案
全
集
』
が
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
記
述
さ
れ
る
以
外

は
、
す
べ
て
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
か
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。
田
沼
は
、
入
手
し
た
文
献
を
比
較
的
早
期
に
紅
葉
山
文
庫
に

寄
贈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
『
観
象
玩
占
』
は
田
沼
意
次
の
手

に
渡
り
、
宝
暦
十
二
年
に
紅
葉
山
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
の
世

に
な
っ
て
宮
内
省
図
書
寮
（
現
在
の
宮
内
庁
書
陵
部
）
へ
移
っ
た
と
推
察
で

き
よ
う
。

　

書
陵
部
本
の
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
一 

天
体　

　

天
変
異
占　

　

天
雨
異
物
占

巻
二 

日
占

及
変
異　

　

日
蝕
占

巻
三 

日
蝕
占　

　

日
以
十
干
十
二
支
日
蝕
占

 

月
蝕
占
及
変
異

巻
四 

月
変
異
占　

　

月
蝕
占　

　

日
月
五
星
並
見
占

 

五
星
総
叙　

　

五
星
占
法

巻
五 

五
星
占
法　

　

月
五
星
干
犯
占

巻
六 

日
月
五
星
与
客
星
相
犯
占　

　

五
星
合
闘
占

巻
七 

五
星
合
闘
占　

　

五
星
相
干
犯
占

 

歳
星
総
叙
及
変
異

巻
八 

歳
星
変
異　

　

熒
惑
総
叙

及
変
異　

　

填
星
総
叙

及
変
異

巻
九 

太
白
総
占

及
変
異

巻
十 

辰
星
総
占

及
変
異　

　

五
星
犯
列
舎
及
中
外
官
占

 

経
星
二
十
八
舎

 

角
宿
総
占　

　

亢
宿
星
占

巻
十
一 

亢
宿
星
占　

　

氐
宿
星
占　

　

房
宿
星
占

巻
十
二 

房
宿
星
占　

　

心
宿
星
占

巻
十
三 

心
宿
星
占　

　

尾
宿
星
占　

　

箕
宿
星
占

巻
十
四 

斗
宿
星
占　

　

牛
宿
星
占



天
文
占
書
の
解
題
と
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天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
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ー
タ
ベ
ー
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」
の
意
義
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巻
十
五 

女
宿
星
占　

　

虚
宿
星
占　

　

危
宿
星
占

巻
十
六 

危
宿
星
占　

　

室
宿
星
占　

　

壁
宿
星
占

巻
十
七 

壁
宿
星
占　

　

奎
宿
星
占　

　

婁
宿
星
占

巻
十
八 

胃
宿
星
占　

　

昴
宿
星
占

巻
十
九 
畢
宿
星
占　

　

觜
宿
星
占

巻
二
十 
参
宿
星
占　

　

井
宿
星
占

巻
二
十
一 

鬼
宿
星
占　

　

柳
宿
星
占

巻
二
十
二 

柳
宿
星
占　

　

星
宿
星
占　

　

張
宿
星
占

巻
二
十
三 

翼
宿
星
占　

　

軫
宿
星
占

　
　
　

経
星
三
垣

 

太
微
宮
垣
星
占

巻
二
十
四 

太
微
垣
星
占　

　

紫
微
垣
星
占

巻
二
十
五 

 

天
市
垣
星
占　

　

北
極
星
占　

　

四
輔
星
占　

　

天
乙

星
占　

　

太
乙
星
占　

　

鈎
陳
星
占　

　

天
皇
大
帝
星

占　
　

五
帝
内
座
星
占　

　

陰
徳
星
占　

　

尚
書
星
占　

　

柱
下
史
星
占　

　

女
史
星
占　

　

女
御
星
占　

　

天
柱

星
占

巻
二
十
六 

 

大
理
星
占　

　

六
甲
星
占　

　

華
蓋
星
占　

　

伝
舎
星

占　
　

内
階
星
占　

　

天
厨
星
占　

　

天
床
星
占　

　

内
厨
星
占　

　

北
斗
星
占　

　

輔
星
占　

　

天
理
星
占　

　

相
星
占　

　

太
陽
守
星
占

巻
二
十
七 

 

勢
星
占　

　

三
公
星
占　

　

文
昌
星
占　

　

天
牢
星
占　

　

太
尊
星
占　

　

三
台
星
占　

　

八
穀
星
占　

　

天

星

占　
　

天
槍
星
占　

　

玄
戈
星
占　

　

招
揺
星
占　

　

梗
河
星
占　

　

七
公
星
占

巻
二
十
八 

 

貫
索
星
占　

　

天
紀
星
占　

　

女
床
星
占　

　

扶
筐
星

占　
　

天
鈎
星
占　

　

天
市
帝
座
星
占　

　

候
星
占　

　

宦
者
星
占　

　

宗
正
星
占　

　

宗
人
星
占　

　

宗
星
占　

　

帛
度
星
占　

　

屠
肆
星
占　

　

列
肆
星
占　

　

斗
星
占　

　

斛
星
占　

　

車
肆
星
占　

　

市
楼
星
占　

　

太
微
五
帝

座
占　

　

謁
者
星
占　

　

三
公
星
占　

　

九
卿
星
占　

　

五
諸
侯
星
占

巻
二
十
九 

 

屏
星
占　

　

幸
臣
星
占　

　

太
子
星
占　

　

従
官
星
占　

　

郎
将
星
占　

　

虎
賁
星
占　

　

常
陳
星
占　

　

郎
位
星

占　
　

明
堂
星
占　

　

霊
台
星
占　

　

少
微
星
占　

　

長
垣
星
占　

　

摂
提
星
占　

　

大
角
星
占　

　

平
道
星

占　
　

進
賢
星
占　

　

天
田
星
占　

　

天
門
星
占　

　

平
星
占　

　

庫
楼
星
占　

　

南
門
星
占　

　

周
鼎
星
占　

　

帝
席
星
占

巻
三
十 

 

亢
池
星
占　

　

拆
威
星
占　

　

頓
頑
星
占　

　

陽
門
星

占　
　

天
乳
星
占　

　

騎
官
星
占　

　

陣
車
星
占　

　

車
騎
星
占　

　

騎
陣
将
軍
星
占　

　

天
輻
星
占　

　

積

卒
星
占　

　

鈎
鈴
星
占　

　

鍵
閉
星
占　

　

罰
星
占　

　

東
咸
西
咸
星
占　

　

日
星
占　

　

従
官
星
占　

　

天
江



九
四

星
占　

　

傅）
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説
星
占　

　

魚
星
占　

　

亀
星
占　

　

杵

星
占　

　

糠
星
占　

　

建
星
占　

　

天
弁
星
占

巻
三
十
一 

 

星
占　

　

天
鶏
星
占　

　

狗
国
星
占　

　

狗
星
占　

　

天
淵
星
占）
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九
坎
星
占　

　

羅
偃
星
占　

　

河
鼓
星

占　
　

左
右
旗
星
占　

　

天
桴
星
占　

　

織
女
星
占　

　

漸
台
星
占　

　

輦
道
星
占　

　

天
津
星
占　

　

十
二
国

星
占　

　

離
瑜
星
占　

　

敗
臼
星
占　

　

璃
珠
星
占　

　

瓠
瓜
星
占

巻
三
十
二 

 

敗
瓜
星
占　

　

奚
仲
星
占　

　

司
命
司
禄
司
危
司
非
星

占　
　

人
星
占　

　

杵
臼
星
占　

　

車
府
星
占　

　

造

父
星
占　

　

墳
墓
星
占　

　

哭
泣
星
占　

　

天
塁
城
星

占　
　

虚
梁
星
占　

　

土
公
吏
星
占　

　

塁
壁
陣
星
占　

　

羽
林
軍
星
占　

　

鉄
鉞
星
占　

　

鉄
鎖
星
占　

　

北
落

師
門
星
占　

　

八
魁
星
占　

　

天
綱
星
占　

　

蛇
星

占　
　

天
厩
星
占　

　

王
良
星
占

巻
三
十
三 

 

附
路
星
占　

　

閣
道
星
占　

　

策
星
占　

　

天
大
将
軍

星
占　

　

軍
南
門
星
占　

　

外
屏
星
占　

　

天
溷
星
占　

　

土
司
空
星
占　

　

左
庾
右
庾
星
占　

　

天
倉
星
占　

　

天
庾
星
占　

　

天
廩
星
占　

　

天

星
占　

　

太
陵
星

占　
　

積
屍
星
占　

　

天
舡
星
占　

　

積
水
星
占　

　

巻
舌
星
占　

　

天
讒
星
占　

　

天
狗
星
占　

　

月
星
占　

　

天
陰
蒭
稾
占　

　

天
苑
星
占　

　

礪
金
石
星
占

巻
三
十
四 

 

五
車
口
星
占　

　

天
横
星
占　

　

咸
池
星
占　

　

天
街

星
占　

　

天
関
星
占　

　

天
節
星
占　

　

諸
王
星
占　

　

天
高
星
占　

　

九
州
殊
口
星
占　

　

参
旗
星
占　

　

九

游
星
占　

　

天
園
星
占　

　

坐
旗
星
占　

　

司
怪
星
占　

　

玉
井
星
占

巻
三
十
五 

 

屏
星
占　

　

天
厠
星
占　

　

天
屎
星
占　

　

軍
井
星
占　

　

南
河
北
河
星
占　

　

天
罇
星
占　

　

五
諸
侯
星
占　

　

積
水
星
占　

　

積
薪
星
占　

　

水
位
星
占　

　

軍
市
星

占　
　

野
鶏
星
占　

　

丈
人
星
占　

　

子
孫
星
占　

　

闕
丘
星
占　

　

水
位
星
占　

　

天
狼
星
占　

　

弧
矢
星

占

巻
三
十
六 

 

老
人
星
占　

　

天
狗
星
占　

　

天
社
星
占　

　

天
稷
星

占　
　

外
厨
星
占　

　

天
紀
星
占　

　

星
占　

　

酒

旗
星
占　

　

軒
轅
星
占　

　

内
平
星
占　

　

天
相
星
占　

　

天
廟
星
占　

　

東
甌
星
占　

　

軍
門
星
占　

　

土
司
空

星
占　

　

青
丘
星
占　

　

器
府
星
占　

　

諸
星
雑
占　

　

恒
星
夜
不
見
占　

　

雑
星
昼
見

巻
三
十
七 

 

雑
星
変
占　

　

客
星
総
占　

　

瑞
星
総
占　

　

妖
星
総

占　
　

乾
坤
変
異
占　

　

土
星
雑
占

巻
三
十
八 

 

妖
星
総
占　

　

妖
星
雑
占　

　

日
月
旁
妖
星
占　

　

流

星
総
占　

　

流
星
名
状　

　

流
星
昼
見
占　

　

流
星
雑

占　
　

五
星
自
流
占　

　

枉
矢
星
占　

　

天
狗
星
占　

　



天
文
占
書
の
解
題
と
「
天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
意
義

九
五

隕
星
総
占　

　

営
首
星
占　

　

慶
雲
占

巻
三
十
九 

 

雲
気
総
占　

　

瑞
気
占　

　

妖
気
占　

　

日
月
旁
気
占　

　

日
旁
気
占

巻
四
十 

日
旁
雲
気
占　

　

月
旁
気
占

巻
四
十
一 

 
帝
王
気
占　

　

賢
人
気
占　

　

将
軍
気
占　

　

兵
気
占　

　

陰
謀
気
占　

　

堅
城
気
占　

　

屠
城
気
占　

　

軍
城
気

候
雑
占　

　

風
雨
気
占　

　

雑
雲
気
占　

　

九
土
異
気

占　
　

軍
陣
異
気　

　

候
気
法

巻
四
十
二 

 

霧
占

蒙
霾
附　

　

虹

占　
　

雷
占　

　

霹
靂
占　

　

霆

占

巻
四
十
三 

 

電
占　

　

雹
占　

　

霜
占　

　

雪
占　

　

氷
占　

　

雨

占　
　

東
方
朔
占　

　

露
占　

　

雲
漢
占

巻
四
十
四 

 

角
風　

　

候
風
法　

　

風
名
状　

　

占
験
決
法　

　

五

音
占
風
法　

　

地
支
十
二
辰
五
音
法　

　

五
音
相
動
風

占

巻
四
十
五 

 

五
岳
之
音
風
占　

　

五
音
風
声
占
法　

　

雑
占
五
音
風　

　

五
音
主
客
占
法　

　

六
情
占
法　

　

六
情
風
鳥
所
起
加

時
占　

　

十
干
風

十
二
支
辰
風
占　

　

天
門
風
占　

　

八
方
暴
風
占

巻
四
十
六 

 

歳
首
風
占　

　

八
節
風
占　

　

乙
巳
略
例
八
節
風
占　

　

三
辰
八
角
風
占　

　

占
風
知
兵　

　

出
軍
占
風　

　

両

軍
相
守
風
占　

　

城
営
占
風　

　

辺
夷
水
賊
風
占　

　

水
火
災
風
占

巻
四
十
七 

 

候
風
知
詔
書　

　

候
風
知
赦　

　

候
風
知
遷
官
免
罪
法　

　

候
公
郷
二
千
石
出
入　

　

候
喪
疾
風
占　

　

救
万
姓
疫

法　
　

飄
風
占　

　

占
風
来
遠
近
法　

　

観
風
知
族
類

数　
　

対
敵
八
卦
風
占

巻
四
十
八 

 

十
二
歳
月
日
時
占
風　

　

二
刑
相
会
風
占　

　

雑
占
風

四
季　

　

占
拾
遺
風
吉
凶　

　

五
音
次
序　

　

地
変
異

占　
　

山
川
変
異
占　

　

土
石
井
邑
塚
墓
雑
占

巻
四
十
九 

 

玉
衡
九
星
所
主　

　

日
中
気
占　

　

日
変
異
占　

　

日

蝕
占　

　

日
旁
星
占　

　

月
変
異
占　

　

月
暈
二
十
八

宿
占　

　

月
犯
二
十
八
宿
占　

　

月
蝕
占　

　

月
五
星

変
色
占　

　

北
斗
星
占　

　

月
旁
気
占

巻
五
十 

 

北
斗
占
五
谷
善
悪
法　

　

老
人
星
占　

　

辰
星
附
太
白　

　

妖
星
占　

　

彗
星
占　

　

流
星
占　

　

雲
気
占　

　

霰

占

　

各
巻
の
項
目
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
と
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
。
項
目
の
区
切

れ
目
で
巻
を
分
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
房
宿
星
占
（
巻
十
一
、
十
二
）

や
心
宿
星
占
（
巻
十
二
、
十
三
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
陵
部
本
は
巻
を

ま
た
い
で
項
目
が
続
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
人
文
研
本

と
共
通
す
る
。



九
六

三　
「
天
文
占
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
意
義

　

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
天
文
占
書
を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
し
公
開
す
る
こ
と

で
、
資
料
そ
の
も
の
を
見
な
く
て
も
必
要
な
箇
所
を
検
索
可
能
に
す
る
と
い

う
目
的
で
作
成
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
部
の
天
文
占
書
は
影
印
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
天
文
占
書
も
多
い
。
ま
た
、

影
印
さ
れ
て
い
て
も
、
巻
数
の
多
い
文
献
も
多
い
た
め
、
全
体
を
確
認
す
る

こ
と
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
実
際
に
研
究
に
用
い
よ
う
と
思
っ
て
も
、
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
か
つ
て
、
天
文
占
書
に
引
用
さ
れ
た
『
海
中
占
』
の
佚
文
を
收
集
・

整
理
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た）

20
（

。
佚
文
は
主
に
『
開
元
占
経
』、『
観

象
玩
占
』、『
天
文
要
録
』
の
三
書
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
収
集

の
た
め
に
は
所
蔵
機
関
で
の
調
査
、
複
写
資
料
の
入
手
に
加
え
、
資
料
全
体

を
隈
な
く
確
認
し
佚
文
を
取
り
出
す
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
多
大
な
労
力
と

時
間
を
費
や
し
た
。
そ
こ
で
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
必
要
性
を
感
じ
た
の
で

あ
る
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
天
文
書
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

を
収
集
・
比
較
し
、
成
立
年
代
や
場
所
の
検
討
に
基
づ
き
各
々
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
無
論
、
佚
文
を
精
査
す
る
た
め
に
は
原

書
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
探
索
の
手
間
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で

き
よ
う
。

　

ま
た
、
天
文
占
書
間
の
類
似
の
占
辞
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
天
文
占
書
相

互
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
海
中
占
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
佚
文
が
あ
る
。

歳
星
犯
守
天
稷
、
有
旱
災
、
五

不
登
、
歳
大
饑
。
一
曰
五
穀
虫
。（『
開

元
占
経）
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』
巻
二
十
九
）

熒
惑
犯
守
天
稷
、
有
旱
災
、
五
穀
不
登
、
歳
大
飢
。
一
曰
、
五
穀
散
。

（
同
、
巻
三
十
七
）

太
白
犯
天
稷
、
有
旱
災
、
五
穀
不
登
、
歳
大
飢
、
五
穀
散
出
。（
同
、
巻

五
十
二
）

辰
星
守
天
稷
、
有
旱
災
、
五
穀
不
登
、
歳
大
飢
。
一
曰
、
五
穀
散
出
。

（
同
、
巻
五
十
九
）

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
開
元
占
経
』
に
引
用
さ
れ
た
佚
文
で
あ
り
、
五
星

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
五
星
の
う
ち
填
（
鎮
）
星
に
は
該
当

す
る
占
辞
は
な
い
が
、
残
り
の
四
星
で
ほ
ぼ
共
通
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
『
観
象
玩
占
』
に
は
、

五
星
犯
守
天
稷
、
海
中
占
曰
、
有
大
旱
、
穀
不
成
、
大
飢
。（『
観
象
玩

占）
22
（

』
巻
三
十
六
）

と
、
五
星
を
ま
と
め
て
表
記
す
る
類
似
の
占
辞
が
あ
る
。
本
来
ど
の
よ
う
な

形
だ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
天
文
占
書
ご
と
の
記
述

方
法
の
相
違
を
比
較
す
る
際
に
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
有
用
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
資
料
そ
の
も
の
（
あ
る
い
は
複
写
資
料
）
を
通
し
て
し
か
研
究

す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
天
文
占
書
を
電
子
テ
キ
ス
ト
化
し
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
、
天
文
学
史
の
み
な
ら
ず
術
数
学
、
科
学
史
、

思
想
史
な
ど
の
関
連
分
野
に
お
け
る
当
該
資
料
の
検
索
を
可
能
に
し
、
ア
プ
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九
七

ロ
ー
チ
の
幅
を
広
げ
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に
―
今
後
の
展
望

　

本
稿
で
は
、
天
文
占
書
の
提
要
を
ま
と
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
用
い
た
底

本
を
取
り
上
げ
て
特
徴
を
論
じ
た
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
観
象
玩
占
』
に
つ
い
て
の
調
査
を
ま
と
め
、
宮

内
庁
書
陵
部
本
の
来
歴
に
つ
い
て
検
討
し
た
点
が
大
き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　

今
後
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
他
の
天
文
占
書
も

公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
天
文
占
書
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
天
文
占

書
間
の
比
較
を
よ
り
一
層
容
易
に
し
、
中
国
天
文
学
の
実
像
に
迫
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、JSPS

科
研
費 

（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）
二
六
八
八
四
〇

七
三
の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
は
、
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
（CSA

C

）
ポ
ス
ト
・
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー
の
氷
野
善
寛
氏
、
ス
テ
イ

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
の
藤
野
氏
に
助
言
や
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

注（
1
）  

現
在
の
と
こ
ろ
定
ま
っ
た
呼
称
は
な
く
、
天
文
五
行
占
書
、
天
文
類
書
な
ど
様
々

に
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
2
）  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
現
在
。
以
下
に
挙
げ
る

ア
ド
レ
ス
も
同
様
で
あ
る
。

（
3
）  

紫
微
垣
と
紫
微
宮
、
太
微
垣
と
太
微
宮
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、「
歩

天
歌
」
の
星
座
の
順
序
に
は
何
通
り
か
あ
り
、
い
ず
れ
が
正
し
い
と
一
概
に
は
言

え
な
い
。「
歩
天
歌
」
に
関
し
て
は
周
暁
陸
『
歩
天
歌
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
〇

〇
四
年
）
が
詳
し
い
。

（
4
）  

黄
正
建
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』（
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一

年
）。
ま
た
、
敦
煌
本
『
乙
巳
占
』
に
つ
い
て
、
田
中
良
明
氏
の
「
敦
煌
文
書
と

『
乙
巳
占
』 

」
と
題
す
る
研
究
発
表
が
あ
る
（
術
数
学
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

二

〇
一
三－

七
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
日
）。

（
5
）  

原
文
は
「
宮
」
と
「
官
」
を
混
用
し
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
「
内
宮
」「
外
官
」

と
使
い
分
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）  

佐
々
木
聡
「『
開
元
占
経
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
日
本

中
国
学
会
報
』
第
六
十
四
集
、
二
〇
一
二
年
）、
同
『『
開
元
占
経
』
閣
本
の
資
料

と
解
説
』（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）。

（
7
）  

印
進
の
意
味
は
定
か
で
は
な
い
が
、
印
刷
・
進
呈
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）  

王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
二
八
三

頁
。
王
氏
は
「
北
京
図
書
館
所
蔵
の
明
鈔
本
」
と
述
べ
る
が
、
旧
北
平
図
書
館
蔵

本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
徐
振
韜
主
編
『
中
国
古
代
天
文
学
詞
典
』（
中
国
天
文
学
史

大
系
、
中
国
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
「
景
祐
乾
象
新
書
」
の
項
で

も
同
意
見
を
挙
げ
る
。

（
9
）  

田
中
良
明
「
北
宋
楊
惟
德
等
撰
『
景
祐
乾
象
新
書
』
諸
本
管
見
」（『
東
洋
研
究
』

第
一
九
三
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
10
）  

『
乾
坤
宝
典
』
は
北
宋
・
史
序
（
九
三
三
〜
一
〇
一
〇
）
の
撰
。
元
代
に
政
府
に

よ
っ
て
禁
書
に
指
定
さ
れ
る
。
山
東
省
図
書
館
所
蔵
の
明
鈔
本
（
不
分
巻
）『
乾
坤

宝
典
天
文
』
が
『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
に
影
印
さ
れ
る
も
の
の
、『
乾
坤
宝
典
』
の

内
容
を
ど
こ
ま
で
引
き
継
い
で
い
る
か
は
不
明
。『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
に
つ
い
て

は
、
馮
錦
栄
「『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
小
考
」（
山
田
慶
兒
・
田
中
淡
編
『
中
国
古

代
科
学
史
論
』
続
篇
〔
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
一
年
〕
所
収
）、

佐
々
木
聡
「『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
成
立
過
程
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
東
方



九
八

宗
教
』
第
一
二
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
11
）  

佐
々
木
聡
「『
開
元
占
経
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
日
本

中
国
学
会
報
』
第
六
十
四
集
、
二
〇
一
二
年
）、
同
『『
開
元
占
経
』
閣
本
の
資
料

と
解
説
』（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）。

（
12
）  
細
井
浩
志
「
国
立
天
文
台
本
『
天
文
要
録
』
に
つ
い
て
―
旧
内
閣
文
庫
本
の
再

発
見
―
」（『
東
洋
研
究
』
第
一
九
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）

（
13
）  

目
録
か
ら
記
述
自
体
が
抜
け
落
ち
て
い
る
が
（
他
の
テ
キ
ス
ト
も
同
様
）、
二
十

八
宿
の
並
び
に
基
づ
き
補
っ
た
。

（
14
）  

実
際
の
目
録
は
「
甘
」
を
「
耳
」
に
作
る
。
巻
四
十
八
、
四
十
九
も
同
様
。

（
15
）  

『
書
物
方
日
記
』
第
七
十
六
冊
。
該
当
箇
所
は
、
氏
家
幹
人
「
書
物
方
年
代
記

二
」（『
北
の
丸
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）  

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一

九
六
七
年
）
六
九
六
頁
。
な
お
、『
商
舶
載
来
書
目
』
に
は
元
文
五
年
（
一
七
四

〇
）
に
も
『
観
象
玩
占
天
文
総
図
説
』
一
部
二
本
の
記
述
が
見
え
る
が
、
書
名
が

少
し
異
な
り
、
時
期
的
に
も
宝
暦
九
年
の
『
観
象
玩
占
』
が
田
沼
の
寄
贈
書
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

（
17
）  

大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
四

年
）
一
五
五
頁
。

（
18
）  

実
際
の
目
録
は
「
伝
」
の
正
字
「
傳
」
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
書
に
基
づ
き

「
傅
」
と
し
た
。

（
19
）  

こ
の
後
に
、
実
際
の
巻
三
十
に
は
天
籥
、
農
丈
人
、
天
田
の
三
星
座
の
記
述
が

あ
る
。

（
20
）  

拙
稿
「『
海
中
占
』
関
連
文
献
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学

会
紀
要
』
第
三
十
四
号
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「『
海
中
占
』
の
輯
佚
」（『
関
西
大

学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
六
輯
、
二
〇
一
三
年
）。

（
21
）  

恒
徳
堂
本
。

（
22
）  

書
陵
部
本
。
な
お
、『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
の
清
華
大
学
図
書
館
藏
明
抄
本
で

は
巻
三
十
三
に
引
用
さ
れ
る
。
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Text Database of Books on Astronomical Divination.” This project converts 
these works into digital format, making their titles and main texts fully 
searchable. The present paper provides a bibliographic introduction to the 
books on astronomical divination surveyed in the process of compiling the 
database.
 It then discusses the signifi cant features of the works selected as source 
texts for the database. Among them, the copy of Guanxiang wanzhan in the 
collection of the Archives and Mausolea Department of the Imperial 
Household Agency is believed to have been shipped from China and acquired 
by Tanuma Okitsugu.  He subsequently donated it, in Horeki 12 (1762), to the 
shogunal library, Momijiyama Bunko, from which it is believed to have been 
transferred to the Archives and Mausolea Department sometime during the 
Meiji period (1868‒1912).
 The signifi cance of the database is that it provides searchable, citable 
access to rare books on astronomical divination and permits comparative 
examination of diff erences in their methods of composition.
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